


①シークヮーサー（青切）
②シークヮーサー（クガニー）
③村花・村木　シークヮーサー
④村鳥　メジロ

③

①

②

④
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⑤糸芭蕉とフクギ
⑥饒波の琉球藍

⑤

⑥
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上：塩屋から宮城島のカンサガニクを臨む
下：橋ができる前の渡し船（昭和 7 年頃）
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上：山原船の船着き場（宮城区提供）
下：塩屋湾
白浜からみた風光明媚な塩屋湾。大宜味村の白浜（手前）と塩屋（対
岸右側）は目と鼻のあいだである。白浜からの距離は２里あまり、昔
は舟を利用したが、今はバスで 18 分の道のり。工事中の塩屋大橋
がみえる1962 年
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⑫根謝銘（ウイ）グスク全景
⑬グスク内の神アサギ
⑭根路銘海岸 ⑫

⑬

⑭
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⑭ 塩屋湾のウンガミ　ハーリー
の漕ぎ手と迎える女性達
⑮ヤフアサギでの祭祀
⑯ナガリ（兼久浜）での祭祀
⑰ 豊年踊り（ウドゥイマール２日
目）

⑭

⑮

⑯ ⑰
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⑱ 発展する結の浜（塩屋湾外海埋立地）
⑲ 結の浜公園
⑳ 塩屋湾外海埋立竣成の碑
㉑  平成 28 年 4月開校の大宜味村立小学校・
   中学校

⑱

⑲

⑳

㉑
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発
刊
の
こ
と
ば

新
大
宜
味
村
史
は
、
過
去
の
歴
史
を
記
録
し
、
検
証
・
評
価
す
る
と
と
も
に
、
わ
た
し
た
ち
の
未
来
を
構
想
す
る
基
本
と
な
る
も
の
で
す
。

「
新
大
宜
味
村
史
事
業
」
は
、
村
民
に
開
か
れ
、
村
民
主
体
、
村
民
参
加
に
よ
っ
て
取
り
組
ま
れ
ま
す
。

こ
の
度
、
発
刊
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
「
シ
マ
ジ
マ
本
編
」
に
お
い
て
も
、
た
く
さ
ん
の
村
民
の
ご
協
力
に
よ
り
、
村
内
外
へ
大
宜
味
村
の
特
色
を
伝
え
る
素
晴
ら
し
い
一
冊

と
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

新
大
宜
味
村
史
は
、
三
○
年
前
に
刊
行
し
ま
し
た
「
大
宜
味
村
史
」
を
ふ
ま
え
、
村
民
が
参
加
す
る
新
し
い
テ
ー
マ
と
方
法
で
進
め
る
こ
と
を
理
念
に
、
新
大
宜
味
村
史
編
纂

委
員
会
が
平
成
二
二
年
一
一
月
に
発
足
し
、
翌
年
七
月
に
「
新
大
宜
味
村
史
編
纂
計
画
」
を
策
定
。
新
村
史
の
た
め
の
調
査
・
資
料
収
集
等
に
着
手
し
、
す
で
に
「
シ
マ
ジ
マ
・

ビ
ジ
ュ
ア
ル
版
わ
ー
け
ー
シ
マ
の
宝
物
」、「
戦
争
証
言
集　

渡
し
番
―
語
り
継
ぐ
戦
場
の
記
憶
―
」
を
発
刊
し
ま
し
た
。

「
新
大
宜
味
村
史
編
纂
計
画
」
は
、
ほ
ぼ
一
○
年
を
か
け
て
、
次
の
各
編
を
編
集
・
発
刊
す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。

前
期
「
シ
マ
ジ
マ
・
ビ
ジ
ュ
ア
ル
版
」「
シ
マ
ジ
マ
」
編　
「
戦
争
証
言
集
」

中
期
「
人
と
自
然
」
編　
「
移
民
・
出
稼
ぎ
」
編　
「
民
俗
・
こ
と
ば
」
編　
「
写
真
集
」

後
期
「
通
史
」
編　
「
資
料
」
編

自
治
体
と
し
て
の
大
宜
味
村
の
実
体
は
、
一
七
の
シ
マ
（
字
・
行
政
区
）
か
ら
成
り
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
と
特
色
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
つ
く
っ
て
い
く
新
大
宜
味
村
史
に
共

通
す
る
基
本
と
な
る
も
の
と
し
て
、
各
シ
マ
の
歴
史
文
化
、
自
然
の
特
色
等
を
、
後
世
に
受
け
継
い
で
い
く
「
宝
物
」
と
と
ら
え
、
本
書
「
シ
マ
ジ
マ
本
編
」
を
、
新
大
宜
味
村

史
の
第
三
冊
と
し
て
調
査
・
編
集
し
発
刊
い
た
し
ま
し
た
。

村
民
に
と
っ
て
も
、
新
発
見
、
再
発
見
が
多
く
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
本
書
が
、
村
民
を
は
じ
め
多
く
の
人
々
、
と
く
に
若
い
世
代
の
人
々
に
読
ま
れ
、
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

 

平
成
二
八
年　

三
月 

二
八
日

 

大
宜
味
村
長　

宮
城
功
光
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あ
い
さ
つ

大
宜
味
村
で
は
、
平
成
二
三
年
七
月
に
「
新
大
宜
味
村
史
編
纂
計
画
」
を
策
定
し
、
そ
の
計
画
に
基
づ
い
て
調
査
や
資
料
収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
二
四
年
度
か
ら
「
シ
マ
ジ
マ
・
ビ
ジ
ュ
ア
ル
版
」「
シ
マ
ジ
マ
編
」「
戦
争
証
言
集
」「
人
と
自
然
」「
移
民
・
出
稼
ぎ
」「
民
俗
・
こ
と
ば
」「
写
真
集
」「
通
史
」「
資
料
編
」

等
の
各
編
を
発
刊
す
る
計
画
で
、
こ
れ
ま
で
「
シ
マ
ジ
マ
・
ビ
ジ
ュ
ア
ル
版
」、「
戦
争
証
言
集
」
を
発
刊
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
宜
味
村
は
一
七
の
集
落
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、「
シ
マ
」
と
呼
ば
れ
村
民
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
七
の
シ
マ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
個
性
・
特
色
が
あ
り
、
そ

の
シ
マ
に
根
付
く
〝
シ
マ
ン
チ
ュ
気
質
〞
も
人
々
の
中
に
あ
り
ま
す
。

大
宜
味
村
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
一
七
の
シ
マ
を
知
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
思
い
か
ら
、
こ
の
「
シ
マ
ジ
マ
本
編
」
に
お
い
て
は
、
シ
マ
ご
と
の
歴
史
、
文
化
、
自
然
、
人
の
繋
が
り
な
ど
を
、「
シ
マ
ジ
マ
・
ビ
ジ
ュ
ア
ル
版
」
を
よ
り
深

く
掘
り
下
げ
て
調
査
・
編
纂
し
ま
し
た
。

生
活
の
中
で
、
昔
は
あ
っ
た
け
れ
ど
今
は
行
な
わ
れ
な
く
な
っ
た
も
の
、
形
を
変
え
て
行
な
わ
れ
て
い
る
も
の
な
ど
、
時
代
と
と
も
に
シ
マ
は
変
化
し
て
い
ま
す
。
失
わ
れ
つ

つ
あ
る
も
の
、
変
化
し
な
が
ら
継
承
さ
れ
て
い
る
も
の
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
ふ
ま
え
て
〝
今
〞
の
状
況
を
切
り
取
り
、〝
大
切
に
し
た
い
宝
物
〞
と
し
て
記
録
し
ま
し
た
。

編
集
に
際
し
ま
し
て
は
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
お
知
恵
や
お
力
を
お
借
り
し
ま
し
た
。
皆
様
の
お
か
げ
で
、
こ
こ
に
、
大
宜
味
村
を
知
る
道
標
と
な
る
す
ば
ら
し
い
本
が
で
き

あ
が
り
ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
本
が
、
村
民
を
始
め
多
く
の
方
々
の
手
に
と
っ
て
も
ら
い
、「
宝
物
」
と
し
て
親
し
ま
れ
、
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

 

平
成
二
八
年　

三
月
二
八
日

 

大
宜
味
村
史
編
纂
委
員
会　

委
員
長　

米
須
邦
雄
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・
各
字
の
概
要
や
組
織
・
行
事
等
に
つ
い
て
は
二
〇
一
四
年
発
刊
の
『
新
大
宜
味
村
史
シ
マ

ジ
マ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
版　

わ
ー
け
ー
シ
マ
の
宝
物
』
の
編
纂
に
か
か
る
調
査
結
果
を
も
と
に

作
成
し
た
。

・
各
行
政
区
の
呼
び
方
は
、
適
宜
、
部
落
・
ム
ラ
・
シ
マ
を
使
い
、
人
家
の
ま
と
ま
っ
て
あ
る

所
を
集
落
・
バ
ー
ル
・
班
等
と
し
て
扱
っ
た
。

・「
自
然
」の
項
で
は『
大
宜
味
村
の
自
然
』（
一
九
九
五
年　

大
宜
味
村
教
育
委
員
会
）を
も
と
に
、

現
状
を
加
味
し
、
簡
略
化
し
て
掲
載
し
た
。

・「
遺
跡
」
に
つ
い
て
は
、『
大
宜
味
村
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
集　

大
宜
味
村
の
遺
跡
詳
細

分
布
調
査
報
告
書
』（
一
九
八
四
年　

大
宜
味
村
教
育
委
員
会
）
か
ら
引
用
、
一
部
現
状
に
合

わ
せ
て
書
き
改
め
た
。
な
お
、
時
代
区
分
に
つ
い
て
は
当
時
の
表
記
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
。

・
各
字
の
年
表
は
字
誌
が
発
刊
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
字
誌
を
参
考
に
、
そ
れ
以
外
は
、
大
宜

味
村
史
お
よ
び
大
宜
味
村
関
係
資
料
等
を
も
と
に
作
成
し
た
。
な
お
、
年
表
上
の
戦
争
の

名
称
（
太
平
洋
戦
争
・
第
二
次
世
界
大
戦
・
大
東
亜
戦
争
等
）
は
同
一
の
事
柄
を
指
す
が
、

一
九
四
五
年
六
月
二
三
日
の
記
述
に
関
し
て
は
特
に
沖
縄
戦
の
こ
と
を
指
す
も
の
と
す
る
。

・
数
字
は
一
部
を
除
い
て
漢
数
字
で
記
し
た
。
文
章
中
の
単
位
は
読
み
（
音
）
表
記

「
ｍ
↓
メ
ー
ト
ル
・
％
↓
パ
ー
セ
ン
ト
」
と
し
た
。

・
年
月
日
は
西
暦
を
基
本
に
、
年
号
の
方
が
時
代
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ

に
は
年
号
を
使
っ
た
。
ま
た
、「
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
」
の
よ
う
に
、
西
暦
の
後
に
年

号
を
併
記
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
な
お
、
中
国
と
の
関
わ
り
が
深
い
明
治
以
前
は
中
国
年

号
を
、
明
治
以
降
は
日
本
年
号
を
用
い
た
。

　
　
　
　
　

凡　
　
　

例

本
書
は
、
私
た
ち
が
普
段
生
活
し
て
い
る
一
七
行
政
区
（
字
・
部
落
）
そ
れ
ぞ
れ
の
現
況
・
自
然
・
風
土
・
歴
史
・
文
化
な
ど
に
関
し
て
、
村
民
が
、
自
分
た
ち
の
地
域
を
見
つ
め
、
理
解
を
深
め
、

さ
ら
に
他
の
地
域
へ
の
理
解
が
深
ま
り
広
げ
ら
れ
る
よ
う
、
ひ
い
て
は
、
大
宜
味
村
の
全
体
像
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
発
表
さ
れ
て
い
る
文
献
・
史
資
料
及
び
大
宜
味
村
史

編
さ
ん
室
で
収
集
・
調
査
・
研
究
し
、
作
成
し
て
き
た
資
料
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
点
に
留
意
し
た
。

・
参
考
・
引
用
文
献
・
刊
行
物
な
ど
は
『
』
内
に
示
し
、
後
に
発
刊
年
を
記
し
、
引
用
部
分
は
「
」

で
く
く
り
、
原
文
に
忠
実
に
な
る
よ
う
注
意
し
た
。
原
文
の
読
み
取
れ
な
い
部
分
や
欠
け
て

い
る
部
分
は
□
や
◇
で
表
し
て
い
る
。
な
お
、
そ
の
一
覧
を
巻
末
に
ま
と
め
て
掲
載
し
た
。

・
新
聞
記
事
に
つ
い
て
は
、
掲
載
年
と
新
聞
社
名
を
記
し
た
。
記
事
の
全
文
か
ら
前
後
の
流
れ

や
ま
と
ま
り
を
考
慮
し
て
抜
粋
・
編
集
し
て
「
」
で
く
く
り
使
用
し
た
。

・
人
名
の
敬
称
は
省
略
し
た
。
も
の
や
場
所
の
名
称
で
方
言
名
に
つ
い
て
は
カ
タ
カ
ナ
表
記
と
し
た
。

・
意
味
が
伝
わ
り
に
く
い
言
葉
や
表
現
に
関
し
て
は
（
）
内
に
漢
字
や
読
み
ま
た
は
意
味
を
補

足
し
、
説
明
が
必
要
な
場
合
は
（
※
…
）
と
注
釈
を
加
え
た
。

・
小
字
・
小
地
名
は
漢
字
（
方
言
：
カ
タ
カ
ナ
）
で
表
記
し
た
。
な
お
、
文
章
中
の
小
字
・
小

地
名
に
つ
い
て
は
カ
タ
カ
ナ
を
優
先
的
に
使
用
し
て
い
る
。
幾
通
り
か
の
呼
び
方
が
あ
る
場

合
は
代
表
的
な
呼
び
方
を
優
先
し
た
。

・
同
一
の
事
柄
を
指
す
名
称
や
内
容
が
、
字
に
よ
っ
て
違
う
表
現
に
な
っ
て
い
る
場
合
も

あ
る
が
、
そ
の
地
域
で
使
わ
れ
て
い
る
表
現
を
優
先
し
た
。

・
古
い
写
真
に
は
可
能
な
限
り
年
代
・
説
明
を
加
え
て
あ
る
が
、
年
代
・
詳
細
な
ど
が
分
か
ら

な
い
も
の
に
つ
い
て
は
記
し
て
い
な
い
。

・
屋
号
図
に
つ
い
て
は
、
基
礎
と
な
る
資
料
が
二
〇
〇
三
年
時
点
の
も
の
で
、
そ
れ
以
降
に
で

き
た
建
物
や
施
設
、
集
落
か
ら
離
れ
た
建
物
な
ど
に
関
し
て
も
可
能
な
限
り
書
き
加
え
た
。

屋
号
の
表
記
は
、
各
字
の
調
査
結
果
を
忠
実
に
再
現
し
た
た
め
漢
字
・
カ
タ
カ
ナ
は
統
一
し

て
い
な
い
。
な
お
、
図
記
載
の
屋
号
は
現
在
住
ん
で
い
る
人
を
基
本
と
し
て
い
る
が
、
所
有

権
を
明
示
す
る
も
の
で
は
な
い
。
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大
宜
味
村
の
地
形
図



大
宜
味
村
の
植
生
図

出
典
『
お
お
ぎ
み
の
自
然
』
大
宜
味
村
教
育
委
員
会



地
形
及
び
地
質
の
概
要

一
．
地
形
概
要

大
宜
味
村
は
沖
縄
島
北
部
、
名
護
市
の
北
約
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
、

面
積
が
六
三
.
一
○
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
山
村
で
あ
る
。
村
の
中
央
部
に
大

き
く
湾
入
し
た
塩
屋
湾
が
あ
り
、
湾
の
北
部
、
南
部
は
い
ず
れ
も
山
が
ち
の
地
形

で
あ
る
。
そ
の
山
地
部
を
ぬ
っ
て
い
く
つ
か
の
河
川
が
見
ら
れ
る
。
河
川
で
代
表

的
な
の
は
村
域
東
の
脊
梁
山
地
部
を
流
下
し
大
保
集
落
付
近
で
塩
屋
湾
に
流
入
す

る
大
保
川
（
一
一
.
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
で
、
他
に
田
嘉
里
川
、
饒
波
川
、
平

南
川
な
ど
の
河
川
が
丘
陵
部
を
西
側
に
流
下
す
る
。
各
河
川
は
流
路
延
長
の
短
い

わ
り
に
標
高
差
が
大
き
い
た
め
に
滝
が
発
達
し
、
代
表
的
な
も
の
に
タ
ー
滝
、
ア

ザ
カ
滝
、
七
滝
な
ど
が
あ
る
。
本
村
の
地
形
は
大
き
く
次
の
山
地
・
丘
陵
・
低
地

の
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
。

沖
縄
島
の
脊
梁
を
形
成
す
る
赤
俣
山
、玉
辻
山
を
中
心
と
し
た
山
地
の
斜
面
は
、

一
五
〜
三
○
度
の
傾
斜
が
一
般
的
で
、
明
瞭
な
傾
斜
変
換
点
を
も
っ
て
周
囲
の

丘
陵
に
移
行
す
る
。
ま
た
、
二
畳
紀
の
石
灰
岩
が
分
布
す
る
ネ
ク
マ
チ
ヂ
岳
、
塩

屋
富
士
の
周
辺
に
は
数
十
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
の
垂
直
崖
や
石
灰
岩
特
有
の
カ
ル
ス

ト
地
形
が
認
め
ら
れ
、
ネ
ク
マ
チ
ヂ
岳
北
東
方
に
は
立
派
な
円
錐
カ
ル
ス
ト
が
、

エ
ー
ガ
イ
に
は
典
型
的
な
ド
リ
ー
ネ
が
発
達
し
て
い
る
。

丘
陵
は
南
部
の
江
洲
原
や
ネ
ク
マ
チ
ヂ
岳
・
塩
屋
富
士
の
西
側
、
喜
納
・
サ
ッ

パ
ナ
付
近
の
高
度
一
○
○
〜
一
八
○
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
に
発
達
し
、
謝
名
城
付
近

で
一
○
○
メ
ー
ト
ル
、
饒
波
〜
上
原
付
近
で
一
五
○
〜
一
八
○
メ
ー
ト
ル
、
江
洲

地
域
で
一
○
○
〜
一
五
○
メ
ー
ト
ル
と
ほ
ぼ
そ
ろ
っ
た
標
高
を
示
す
。
本
地
域
の

丘
陵
は
海
岸
段
丘
が
浸
食
さ
れ
て
丘
陵
化
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
た
め

図 1. 大宜味村の切峯面図　（注）等高線は20 ｍ間隔
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大
宜
味
村
の
ム
ラ
の
宝
物

第
一
章
―



大
宜
味
村
の
ム
ラ
の
宝
物

大
宜
味
村
の
概
要

　

大
宜
味
村
は
沖
縄
本
島
北
部
の
西
海
岸
に
位
置
し
、
北
に
国
頭
村
、
東
側
に
東
村
、
南

側
に
名
護
市
と
接
し
て
い
る
。
一
六
七
三
年
以
前
は
、
津
波
・
平
南
は
羽
地
間
切
で
、
塩

屋
湾
か
ら
北
側
は
国
頭
間
切
で
あ
っ
た
。
東
側
の
川
田
と
平
良
が
一
時
期
大
宜
味
間
切
に

入
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。

　

大
宜
味
村
の
ム
ラ
（
ア
ザ
）
集
落
の
多
く
が
海
岸
沿
い
に
あ
る
。
近
世
以
前
か
ら
の
村

が
あ
り
、
新
設
村
、
合
併
村
、
分
離
し
た
村
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
を
も
っ
て

い
る
。
本
編
で
は
大
宜
味
村
全
体
を
通
し
て
み
て
い
く
。

　

字
編
で
は
、
概
要
、
字
別
の
地
質
、
植
相
、
遺
跡
や
遺
物
散
布
地
、
小
字
・
小
地
名
、

人
口
動
態
、
祭
祀
、
ム
ラ
の
変
遷
、
屋
号
、
む
か
し
話
・
伝
承
な
ど
の
項
目
で
紹
介
し
、

最
後
に
各
字
ご
と
に
年
表
を
い
れ
、
そ
れ
ら
を
辿
る
と
各
字
の
動
き
が
実
感
と
し
て
伝
わ
っ

て
く
る
。

一
、
大
宜
味
村
の
遺
跡

　
『
大
宜
味
村
の
遺
跡
』（
大
宜
味
村
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
集
）
は
、
昭
和
五
七
、五
八

年
度
に
実
施
し
た
大
宜
味
村
所
在
の
遺
跡
詳
細
分
布
調
査
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
村
内
の
遺
跡
や
遺
物
散
布
地
な
ど
を
あ
げ
る
の
は
、
そ
れ
ら
古
の
人
々
の
生

活
の
痕
跡
は
、
大
宜
味
村
内
に
見
ら
れ
る
マ
ク
、
古
琉
球
の
ム
ラ
に
つ
な
が
り
、
さ
ら
に

慶
長
検
地
以
後
の
近
世
の
村
（
ム
ラ
）、
さ
ら
に
明
治
四
一
年
以
降
の
字
（
ア
ザ
）
へ
と
つ

な
が
る
流
れ
を
見
て
ほ
し
い
た
め
で
あ
る
。

１
．
屋
嘉
比
遺
物
散
布
地
（
田
嘉
里
）

２
．
田
嘉
里
遺
物
散
布
地
（
田
嘉
里
）

３
．
根
謝
銘
城
跡
（
謝
名
城
）

４
．
作
場
焼
窯
跡
（
謝
名
城
）

５
．
イ
ラ
ブ
チ
バ
ン
タ
遺
跡
（
喜
如
嘉
）

６
．
喜
如
嘉
貝
塚
（
喜
如
嘉
）

７
．
イ
ー
ム
イ
遺
物
散
布
地
（
喜
如
嘉
）

８
．
喜
如
嘉
グ
ス
ク
（
喜
如
嘉
）

９
．
宇
呂
石
斧
出
土
地
（
饒
波
）

10
．
大
兼
久
遺
跡
（
大
兼
久
）

11
．
大
宜
味
遺
物
散
布
地
（
大
宜
味
）

12
．
根
路
銘
遺
跡
（
根
路
銘
）

▲大宜味村の遺跡分布図（1984年）（国土地理院地図複製）

13
．
安
根
遺
物
散
布
地
（
上
原
）

14
．
メ
ー
レ
ー
墓
（
田
港
）

15
．
カ
ン
サ
ガ
ニ
ク 

（
宮
城
）

16
．
カ
ン
サ
ガ
ニ
ク
海
底
遺
物
散
布
地（
宮
城
）

17
．
宮
城
遺
物
散
布
地
（
宮
城
）

18
．
宮
城
塩
田
跡
（
宮
城
）

19
．
津
波
遺
物
散
布
地
（
津
波
）

20
．
津
波
グ
ス
ク
（
津
波
）

21
．
石
グ
ス
ク
（
津
波
）

22
．
ハ
ン
ザ
キ
製
錬
所
跡
（
白
浜
）

23
．
イ
ル
マ
タ
銅
山
跡
（
大
保
）
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二
、
大
宜
味
村
内
の
マ
ク

　

大
宜
味
村
に
は
各
字
に
マ
ク
（
マ
キ
）
名
が
あ
る
。『
わ
ー
け
ー
シ
マ
の
宝
物
』（
新
大

宜
味
村
史
シ
マ
ジ
マ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
版
）
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
、
マ
ク
名
は
近
世
の
行

政
村
と
な
る
前
の
集
落
の
単
位
で
あ
る
。
そ
れ
は
近
世
以
前
の
ム
ラ
の
形
、
現
在
の
字
（
ア

ザ
）
や
明
治
四
一
年
以
前
の
村
（
ム
ラ
：
行
政
単
位
）、
さ
ら
に
そ
れ
以
前
（
古
琉
球
）
の

ム
ラ
の
形
を
示
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

　

古
琉
球
の
時
代
は
「
ま
き
り
」（
間
切
）
の
境
界
線
は
あ
る
が
、
ム
ラ
の
境
界
線
は
ゆ
る

や
か
で
あ
る
。
近
世
の
村
の
境
界
線
は
元
文
検
地
で
明
確
に
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

マ
ク
は
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
宜
味
村
の
事
例
で
み
て
い
く
。

マ
ク
の
呼
称
は
「
…
マ
ク
」
で
あ
る
。
マ
ク
を
構
成
す
る
要
素
は
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

一
つ
に
「
同
一
の
血
縁
団
体
、あ
る
い
は
そ
の
部
落
名
」
が
あ
り
、同
一
族
（
血
族
）
の
人
々

だ
け
が
居
住
し
て
い
る
場
合
、
数
ヶ
所
の
門
中
（
血
族
）
で
な
し
て
い
る
例
、
血
族
の
人
々

の
集
落
な
ど
が
あ
る
。　

　
　

　

マ
ク
と
呼
ば
れ
る
集
団
が
で
き
る
と
、
ウ
タ
キ
を
つ
く
り
、
そ
こ
に
は
湧
泉
（
カ
ー
）

が
あ
り
、
い
く
つ
も
の
祭
祀
場
を
つ
く
る
。
そ
の
よ
う
な
習
性
を
も
っ
た
集
団
と
み
て
よ

さ
そ
う
で
あ
る
。

　

大
宜
味
村
や
国
頭
村
で
現
在
で
も
意
識
さ
れ
る
マ
ク
は
、『
沖
縄
の
古
代
部
落
マ
キ
ョ
の

研
究
』（
稲
村
賢
敷
一
九
六
八
年
）
で
唱
え
ら
れ
る
マ
キ
ョ
や
マ
キ
ュ
ウ
と
同
一
で
、
古
代

部
落
（
近
世
以
前
の
部
落
）
の
こ
と
で
あ
る
。
歴
史
を
描
い
て
い
く
場
合
、
近
世
の
村
（
ム

ラ
）
と
古
代
琉
球
の
村
（
ム
ラ
）
の
形
を
背
景
に
し
て
み
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
多
く
は
「
マ

ク
の
意
味
が
何
か
」
で
議
論
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
傾
向
に
あ
る
。

　

国
頭
村
、大
宜
味
村
の
各
字
に
分
布
し
て
い
る
マ
ク
は
、マ
ク
↓
近
世
の
村（
ム
ラ
・
シ
マ
）

↓
明
治
四
一
年
以
降
の
字
（
ア
ザ
）
へ
の
変
遷
を
た
ど
っ
て
い
る
と
の
認
識
で
見
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
マ
ク
の
時
代
と
行
政
村
（
ム
ラ
）
へ
移
行
し
た
と
き
の
要
素
の
一
つ
で
あ

る
旧
暦
の
サ
イ
ク
ル
で
行
わ
れ
る
祭
祀
と
、
土
地
制
度
の
地
割
（
納
税
の
方
法
）
が
近
世

の
村
（
ム
ラ
）
を
形
づ
く
っ
て
い
る
。

　
『
絵
図
郷
村
帳
』（
一
六
四
九
年
）
や
『
琉
球
国
高
究
帳
』（
一
七
世
紀
中
頃
）
な
ど
に
登

場
す
る
村
の
形
と
、
そ
れ
以
前
の
ム
ラ
の
形
の
違
い
を
、
大
宜
味
村
と
国
頭
村
の
地
域
で

見
き
わ
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。『
琉
球
国
由
来
記
』（
一
七
一
三
年
）
の
村

の
内
部
に
は
ウ
タ
キ
や
祭
祀
、
ノ
ロ
管
轄
な
ど
、
古
琉
球
の
ム
ラ
を
形
づ
く
っ
て
い
た
要

素
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
要
素
か
ら
、
近
世
以
前
の
村
と
以
後
の
村
と
の
違
い

を
解
き
明
か
す
必
要
が
あ
る
。「
祭
祀
は
歴
史
の
変
化
し
に
く
い
部
分
を
担
っ
て
い
る
」
と

の
主
張
は
、
そ
こ
に
あ
る
。

　

近
世
の
村
の
形
を
作
り
出
し
た
の
は
、慶
長
検
地（
一
六
〇
九
〜
一
〇
年
）の
と
き
、村
位
、

土
地（
田
畑
）の
一
筆
ご
と
の
保
有
者（
名
請
人
）が
定
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
と
き
の
検
地
で
原
名
（
ハ
ル
ナ
ー
）
を
つ
け
て
い
る
。
ま
た
村
位
を
定
め
、
田
畑
か

ら
の
上
納
の
取
り
た
て
で
土
地
に
し
ば
り
つ
け
る
制
度
を
敷
い
て
い
る
。
そ
の
こ
と
が
古

琉
球
の
ム
ラ
と
近
世
の
村
（
ム
ラ
）
と
の
違
い
を
明
確
に
し
て
い
る
。
そ
れ
以
前
と
以
後

で
は
村
（
ム
ラ
）
の
形
は
大
き
く
変
わ
る
。
そ
の
後
、
二
回
の
盛
増
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に

蔡
温
の
元
文
検
地
で
間
切
境
界
、
村
境
界
、
原
境
界
な
ど
が
調
査
さ
れ
、
近
世
の
村
（
ム
ラ
）

の
形
が
整
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
目
的
は
税
の
と
り
た
て
の
効
率
化
で
も
あ
っ
た
。

大
宜
味
村
の
マ
ク
の
分
布

　
【
屋
嘉
比
・
親
田
・
見
里
村
】

　
　

・
ク
イ
シ
ン
ヌ
マ
ク
（
屋
嘉
比
村
）

　
　

・
マ
ラ
ク
イ
ヌ
マ
ク
（
親
田
村
）

　
　

・
ユ
フ
ッ
パ
ヌ
マ
ク
（
見
里
村
）

　
　

・
ウ
チ
ク
イ
シ
ン
ヌ
マ
ク
（
野
国
・
野
国
ナ
ー
）

　
　

・
フ
ー
シ
ン
ヌ
マ
ク
（
潮
原
）

　
　

・
ハ
ニ
マ
ン
ヌ
マ
ク
（
福
地
）

　
【
根
謝
銘
・
一
名
代
・
城
】

　
　

・
ユ
ナ
ハ
マ
ク
（
根
謝
銘
村
）

　
　

・
ユ
ダ
ヌ
マ
ク
（
一
名
代
村
）

　
　

・
ク
ガ
ニ
マ
ク
（
城
村
）

　
【
喜
如
嘉
村
】

　
　

・
ク
ガ
ニ
マ
ク

　
【
饒
波
村
】

　
　

・
ユ
ア
ギ
マ
ク

　
【
大
兼
久
】

　
　

・
ユ
ア
ギ
マ
ク

　
【
大
宜
味
村
】

　
　

・
ユ
ア
ギ
マ
ク

　
【
根
路
銘
村
】

　
　

・
ハ
ニ
（
金
）
マ
ク

　
【
上
原
】

　
　

・
ハ
ニ
（
金
）
マ
ク

　
【
塩
屋
村
】

▲大宜味村のマクの分布図
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田嘉里田嘉里謝名城謝名城
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押川押川

上原上原

根路銘根路銘

津波津波

白浜白浜
宮城宮城 田港田港

江洲江洲
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田嘉里 ― Takazato

田
嘉
里

【
よ
み
】
た
か
ざ
と

【
地シ

マ
ナ
ー

域
名
】
ヤ
ハ
ム
テ
ィ
、
ヤ
カ
ム
テ
ィ

【
マ
ク
名
】

ク
イ
シ
ン
ヌ
マ
ク
（
屋
嘉
比
）

マ
ラ
ク
イ
ヌ
マ
ク
（
親
田
）

ユ
フ
ッ
パ
ヌ
マ
ク
（
見
里
）

ウ
チ
ク
イ
シ
ン
ヌ
マ
ク
（
野
国
、
野
国
ナ
ー
）

フ
ー
シ
ン
ヌ
マ
ク
（
潮
原
）

ハ
ニ
マ
ン
ヌ
マ
ク
（
福
地
）

　

屋
嘉
比
ノ
ロ
管
轄

一
、
田
嘉
里
の
概
要

『
沖
縄
の
地
名
考
』（
宮
城
真
治
）
に
よ
る
と
、
親
田
は
親
（
ウ
ェ
ー
）
の
敬
称
を
付
し

た
地
名
、
見
里
は
「
ミ
ヂ
ャ
ト
ゥ
」、
も
し
く
は
「
ン
ヂ
ャ
ト
ゥ
」
と
呼
び
、
港
の
義
と
さ

れ
る
。
野
国
は
広
漠
た
る
地
を
「
ヌ
ー
」
と
い
う
こ
と
か
ら
野
国
の
地
名
と
な
っ
た
と
い
う
。

田
嘉
里
は
、
親
田
（
ウ
ェ
ー
ダ
）、
屋
嘉
比
（
ヤ
ハ
ビ
）、
見
里
（
ス
ン
バ
ル
・
ミ
サ
ト
）

の
三
つ
の
村
（
シ
マ
）
か
ら
な
り
、
北
は
国
頭
村
浜
、
南
東
は
東
村
に
接
し
、
大
宜
味
村

の
最
北
端
に
位
置
す
る
。

一
六
七
三
年
に
田
港
間
切
が
創
設
さ
れ
た
頃
、
国
頭
間
切
に
属
し
、
一
六
九
二
年
に
田

港
間
切
は
大
宜
味
間
切
と
改
称
さ
れ
る
が
、
三
つ
の
村
は
国
頭
間
切
の
ま
ま
で
あ
る
。
屋

嘉
比
村
は
『
絵
図
郷
村
帳
』（
一
六
四
九
年
）
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、
古
琉
球
時
代
に
形
成

さ
れ
た
古
い
集
落
で
あ
る
。
親
田
村
、
見
里
村
は
『
琉
球
国
由
来
記
』（
一
七
一
三
年
）
に

は
国
頭
間
切
の
村
と
し
て
あ
り
、
十
八
世
紀
初
頭
に
は
村
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
み
ら

れ
る
。
但
し
、『
琉
球
国
旧
記
』（
一
七
三
一
年
）
は
、『
琉
球
国
由
来
記
』
を
踏
襲
し
た
も

の
な
の
で
、
三
つ
の
邑
（
村
）
は
国
頭
郡
（
間
切
）
の
ま
ま
で
あ
る
。
大
宜
味
間
切
の
村

と
し
て
の
記
録
が
見
ら
れ
る
の
は
、『
間
切
村
名
尽
』（
一
七
一
九
年
）
か
ら
と
な
る
。

三
つ
の
村
は
、明
治
三
六（
一
九
〇
三
）年
に
三
村
が
合
併
す
る
ま
で
続
く
。
合
併
の
と
き
、

各
村
の
名
か
ら
一
字
ず
つ
取
っ
て
田
嘉
里
と
な
っ
た
。
明
治
四
一
年
に
大
宜
味
間
切
は
大

宜
味
村
（
ソ
ン
）
と
な
り
田
嘉
里
村
は
字
（
ア
ザ
）
田
嘉
里
と
な
る
。

田
嘉
里
の
集
落
は
、
国
道
五
八
号
沿
い
の
浜
部
落
か
ら
山
手
に
約
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
入
っ

た
丘
陵
地
帯
の
谷
間
に
あ
る
。
集
落
に
入
る
と
右
側
に
根
謝
銘
（
ウ
イ
）
グ
ス
ク
が
あ
り
、

集
落
の
中
に
田
嘉
里
川
（
屋
嘉
比
川
）
が
流
れ
て
い
る
。
山
地
は
国
頭
山
地
と
そ
の
西
側

に
開
け
る
河
岸
段
丘
と
丘
陵
地
か
ら
な
る
。

『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
は
、
屋
嘉
比
港
が
港
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
状
況
が
謡
わ
れ
、

か
つ
て
の
河
口
は
現
在
の
河
口
か
ら
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
内
陸
に
入
っ
た
屋
嘉
比
集
落

付
近
に
あ
り
、
十
七
世
紀
の
中
ご
ろ
ま
で
は
高
台
に
あ
る
小
字
屋
嘉
比
上
原
の
下
ま
で
山

原
船
が
入
る
ぐ
ら
い
川
は
広
く
、
深
か
っ
た
。
根
謝
銘
（
ウ
イ
）
グ
ス
ク
が
利
用
さ
れ
て

い
た
頃
の
港
は
こ
の
地
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

当
時
、
屋
嘉
比
の
港
に
は
沖
縄
本
島
周
辺
各
地
や
、
さ
ら
に
奄
美
諸
島
と
の
交
易
船
が

盛
ん
に
出
入
り
し
、
大
正
期
に
は
山
原
船
が
停
泊
し
、
薪
炭
や
木
材
を
積
み
出
し
て
い
た
。

グ
ス
ク
時
代
の
港
は
後
世
堆
積
し
て
陸
化
し
、
上
福
地
や
中
福
地
や
前
田
な
ど
の
小
字
名

が
あ
り
、
か
つ
て
水
田
が
開
か
れ
て
い
た
。

戦
前
は
薪
な
ど
の
林
産
物
が
豊
か
な
産
地
で
知
ら
れ
、
終
戦
後
も
炭
焼
き
に
従
事
し
た

人
も
い
た
が
、
現
在
は
山
の
仕
事
は
行
わ
れ
な
く
な
り
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
果
樹
栽
培
が
主

名　称　田嘉里集落センター（海抜 4ｍ）
所在地　大宜味村字田嘉里 472番地
電　話　0980-44-3026
昭和 56年 3月20日竣工　RC造 2階
（農業構造改善村落特別対策事業 65,649 千円）
※企業局支出金 16,407 千円
平成 13年度水源基金にて2階増築 27,915 千円
平成 28年 2月末　人口 283人（男 141・女 142）　135世帯
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▲豊年踊りの様子

田嘉里 ― Takazato

田
嘉
里
の
組
織

田
嘉
里
の
行
事

　〈
旧
暦
行
事
〉
※
現
在
神
人
不
在
（
区
で
行
っ
て
い
る
）

 

旧
三
月　

　

サ
ン
ガ
ツ
サ
ン
ニ
チ
※
班
ご
と
（
三
日
）

 

旧
四
月　

　

ア
ブ
シ
バ
レ
ー
※
班
ご
と

 

　
　
　
　
　

若
草
御
願
（
ア
ブ
シ
バ
レ
ー
翌
日
）

 

旧
五
月　

　

ウ
マ
チ
ー
（
十
五
日
）

 

旧
六
月　

　

チ
キ
ス
ー
ミ
ー
・
ミ
ー
メ
ー
（
二
五
日
）

 

旧
七
月　

　

海
神
祭
（
旧
盆
明
け
初
亥
）

 

　
　
　
　
　

ウ
ス
デ
ー
ク
（
海
神
祭
の
翌
日
）

 

旧
八
月　

　

シ
バ
サ
シ
※
各
自

 

　
　
　
　
　

豊
年
踊
り
（
隔
年
・
十
五
夜
の
頃
）

 

旧
九
月　

　

ウ
ガ
ン
フ
セ
ー
（
吉
日
）

 

旧
十
一
月　

タ
ヒ
ン
ネ
ー
折
目
（
巳
（
つ
ち
の
と
）
の
日
）

 

旧
十
二
月　

鬼
餅
（
八
日
）

　〈
新
暦
行
事
・
活
動
〉

 

一
月　

　
　

生
年
祝
い
※
各
自
（
三
日
）

 

三
月　

　
　

彼
岸
※
各
自
（
春
分
の
日
）

 

四
月　

　
　

清
明
※
各
自
（
吉
日
）

 

九
月　

　
　

彼
岸
※
各
自
（
秋
分
の
日
）
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七
、
田
嘉
里
の
人
口
動
態 

　

田
嘉
里
の
戸
数
・
人
口
は
、
明
治
末
期
か
ら
昭
和
三
〇
年
代
に
か
け
て
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

徐
々
に
減
少
に
転
ず
る
が
、
二
〇
〇
一
（
平
成
十
三
）
年
と
二
〇
〇
七
（
平
成
十
九
）
年

に
村
営
田
嘉
里
団
地
が
完
成
し
、
戸
数
、
人
口
が
増
え
て
い
る
。

年 戸数（戸） 計（人） 人（男・女） 内士族（戸・人）

明治 13
屋嘉比村 28 161 82・79
親田村 25 136 65・71
見里村 27 166 85・81

明治 23
屋嘉比村 35 193 99・94
親田村 28 157 73・84
見里村 33 202 107・95

明治 36 139 681 351・330 1・5
大正 10 167 839 －
昭和 15 － － －
昭和 25 － － －
昭和 30 171 811 －
昭和 47 108 385 －
昭和 52 109 359 172・187
昭和 57 109 305 147・158
平成元年 111 286 132・154
平成  5 112 285 137・148
平成 10 106 293 138・155
平成 15 121 322 155・167
平成 20 133 330 167・163
平成 25 133 317 162・155
平成 26 132 293 151・142
平成 28 135 283 141・142

【
大
宜
味
間
切
（
親
田
、
見
里
、
屋
嘉
比
）
三
ヶ
村
内
法
】（
明
治
十
九
年
）

　
「
大
宜
味
間
切
内
法
」（
百
八
条
）
は
大
宜
味
間
切
全
体
（
塩
屋
村
外
十
五
）
で
執

行
さ
れ
る
約
束
、取
締
ま
り
書
で
あ
る
。
大
宜
味
間
切
（
親
田
、見
里
、屋
嘉
比
）
三
ヶ

村
内
法
は
三
ヶ
村
の
取
り
締
ま
り
、
約
束
で
あ
る
。
他
人
の
作
物
を
盗
ん
だ
り
損
害

を
与
え
た
場
合
、
川
の
土
手
に
牛
を
繋
ぎ
置
く
者
、
田
植
え
後
に
エ
ビ
や
魚
を
と
る

た
め
に
田
に
踏
み
入
る
な
ど
の
違
反
を
し
た
場
合
な
ど
罰
金
を
科
し
た
り
す
る
取
り

締
ま
り
規
則
で
あ
る
。

一　

他
人
ノ
諸
作
物
ヲ
盗
ミ
取
ル
モ
ノ

一　

川
面
ニ
牛
繋
ギ
置
ク
モ
ノ

一　

牛
ノ
他
人
ノ
諸
作
物
ニ
害
ス
ル
モ
ノ

一　

田
方
ニ
稲
植
付
後
田
魚
セ
ー
等
ヲ
取
ル
為
ニ
田
ニ
踏
ミ
入
ル
モ
ノ

一　

締
札
ヲ
渡
ス
時
ニ
両
本
ダ
ン
パ
ン
致
シ
村
吏
員
親
々
集
会
ノ
上
勝
負
ヲ
決
シ
一

方
ノ
負
ケ
シ
方
ハ
金
弐
円
ノ
科
金
ヲ
徴
収
侯
事

一　

右
点
々
ニ
違
犯
ス
ル
モ
ノ
ハ
一
日
ニ
科
金
壱
銭
ツ
ヽ
徴
収
侯
事

右
箇
条
書
之
通
禁
止
シ
若
シ
違
背
ノ
モ
ノ
ハ
締
札
ヲ
渡
壱
日
金
壱

銭
ツ
ヽ
ノ
科
金
ヲ
申
付
侯
尤
モ
右
金
収
入
方
ハ
一
ケ
年
弐
期
ニ
テ

収
納
シ
村
中
各
藍
々
ヘ
相
渡
シ
与
々
ニ
於
テ
配
当
致
侯
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
沖
縄
県
史
十
四
』）
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ヨシマサヤー

クラニー
ウイゾー

マッサー

ナーカグヮー

メーダグヮー
ナハヤー

ツカサヤー

ナカメーダ

ミーヤー

ユシゾー

マッサーグヮー

オサムヤー

ミツアキヤー

ヒサンメー（木下前）バール

グシク（城）バール

●1

●2

●3
●4

●5

謝名城 ― Jyanagusuku

六
、
謝
名
城
の
屋
号
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ティンナス（一名代）バール

サー夕イーグヮー

コーショーヤー

ナーカグヮー

ジシュンヤー

メーアガリ

ウイニヤー

クニジヤー

旧カネシヤー
ゾージヤー

ムンニーグヮー

カネシヤー

カオルヤー

ホージンヤー

ミージ
カチョーヤー

ナーカ
ヤマグシクヤー

ミヤシキ

トクニー

インジュハ夕

夕ヒニー

ウンダー

ナハゾーミーヤー

イーグチ

フシナハゾー

マサオヤー

ヤスミツヤー

ホーサブローヤー

ヒラヤマ

ミーヤーグヮー

ゴロヤー

ノボルヤー
アメリカヤー

カツノリヤー

謝名城 ― Jyanagusuku
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謝名城 ― Jyanagusuku

七
、
謝
名
城
の
人
口
動
態 

明
治
三
六
年
に
合
併
す
る
以
前
の
、
根
謝
銘
村
と
一
名
代
村
と
城
村
の
世
帯
数
を
見
る

と
二
十
〜
四
十
世
帯
、
一
〇
〇
〜
二
〇
〇
人
足
ら
ず
で
あ
る
。
小
規
模
な
村
で
あ
っ
た
こ

と
が
、
合
併
に
つ
な
が
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
大
宜
味
間
切
全
体
の
士
族
の
比
率
は
十
四
パ
ー

セ
ン
ト
、
一
一
〇
八
人
で
、
謝
名
城
は
三
六
人
で
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
士
族
の
割
合
は
非
常

に
少
な
い
。

明
治
13
年

村名 戸数（戸） 計（人） 人（男・女）

一名代村 21 114 64・50
根謝銘村 37 183 92・91

城村 21 118 52・66

明
治
23
年

村名 戸数（戸） 計（人） 人（男・女）

一名代村 21 119 65・54
根謝銘村 39 215 105・110

城村 25 126 60・66

謝
名
城

年 戸数（戸） 計（人） 人（男・女） 内士族（戸・人）

明治 36 101 607 305・302 6・36
大正 10 111 599 －
昭和 15 － － －
昭和 25 － － －
昭和 30 120 506 －
昭和 47 104 318 －
昭和 52 98 262 98・164
昭和 57 94 217 79・138
平成元年 98 222 108・114
平成 5 103 228 116・112
平成 10 93 227 119・108
平成 15 93 203 106・97
平成 20 92 195 105・90
平成 25 100 202 109・93
平成 26 99 195 106・89
平成 28 95 180 98・82

八
、
謝
名
城
の
祭
祀

国
頭
按
司
の
居
城
と
さ
れ
る
根
謝
銘
（
ウ
イ
）
グ
ス
ク
は
、
沖
縄
本
島
最
北
に
位
置
し
、

一
四
世
紀
か
ら
一
五
世
紀
に
機
能
し
た
城
塞
的
な
グ
ス
ク
で
、
地
元
で
は
ウ
イ
グ
ス
ク
と

呼
ん
で
い
る
。『
海
東
諸
国
紀
』（
一
四
七
一
年
）
に
載
る
「
琉
球
国
之
図
」
に
は
、
ひ
と

き
わ
大
き
な
円
形
の
城
塞
マ
ー
ク
の
中
に
「
国
頭
城
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
根

謝
銘
（
ウ
イ
）
グ
ス
ク
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
、
十
六
世
紀
前
半
の
首
里
へ
の
按
司
集

居
ま
で
は
、
国
頭
地
域
の
拠
点
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
山
原
の
歴
史
や
文
化
を
読
み
解
く

重
要
な
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
グ
ス
ク
で
あ
る
。

城
集
落
背
後
の
標
高
約
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
舌
状
丘
陵
端
に
形
成
さ
れ
、
丘
陵
頂
上
部

に
古
世
紀
石
灰
岩
の
割
石
で
石
塁
を
巡
ら
し
、
尾
根
筋
は
人
口
の
堀
切
で
切
断
し
て
い
る
。

『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
は
、
屋
嘉
比
港
が
貿
易
港
と
し
て
栄
え
た
時
代
を
讃
え
た
オ
モ
ロ

が
残
さ
れ
て
い
る
。
屋
嘉
比
港
は
、
根
謝
銘
（
ウ
イ
）
グ
ス
ク
の
直
近
に
位
置
し
、
グ
ス

ク
と
対
に
な
る
港
と
し
て
の
役
割
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

屋
嘉
比
川
の
河
口
に
あ
た
る
国
頭
村
浜
は
、
一
六
七
三
年
の
田
港
間
切
創
設
時
に
、
国

頭
間
切
番
所
が
設
置
さ
れ
た
地
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
国
頭
間
切
番
所
の
位
置
は
不
明
だ

が
、
根
謝
銘
グ
ス
ク
周
辺
に
あ
っ
た
国
頭
間
切
番
所
が
、
田
港
（
後
に
大
宜
味
）
間
切
の

新
設
に
よ
っ
て
浜
村
へ
移
動
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
説
も
あ
る
。
国
頭
間
切
に
は
、

間
切
の
中
心
と
な
る
同
名
村
（
国
頭
ム
ラ
）
が
な
い
が
、
中
心
地
だ
っ
た
イ
ン
ジ
ャ
ミ
（
根

謝
銘
）
か
ら
国
頭
（
ク
ン
ジ
ャ
ン
）
の
漢
字
が
充
て
ら
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

▲『海東諸国紀』琉球國之図のグスクを示す上の丸の中に「国
頭城」とあるのが根謝銘グスクではないかといわれている
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喜如嘉 ― Kijyoka

喜
如
嘉

【
よ
み
】
き
じ
ょ
か

【
地シ

マ
ナ
ー

域
名
】
キ
ザ
ハ
・
キ
ジ
ャ
ハ
・
チ
ジ
ュ
カ

【
マ
ク
名
】
ク
ガ
ニ
マ
ク

　

城
ノ
ロ
管
轄

一
、
喜
如
嘉
の
概
要

喜
如
嘉
の
集
落
は
大
川
下
流
域
に
位
置
し
て
い
る
。
元
々
は
国
頭
間
切
に
属
し
て
い
た

が
、
一
六
七
三
年
に
田
港
間
切
に
編
入
さ
れ
、
一
六
九
二
年
に
大
宜
味
間
切
と
改
称
、
同

間
切
の
村
と
な
っ
た
。
集
落
の
南
西
部
の
海
浜
砂
丘
か
ら
は
、
沖
縄
貝
塚
時
代
後
期
の
土

器
や
貝
製
品
が
大
量
に
出
土
し
て
い
る
（
喜
如
嘉
貝
塚
）。
ま
た
、
喜
如
嘉
村
は
、『
絵
図

郷
村
帳
』（
一
六
四
九
年
）
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、そ
れ
以
前
の
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
「
き

ど
か
さ
」
と
謡
わ
れ
て
い
る
。
ク
ガ
ニ
マ
ク
の
マ
ク
名
が
あ
り
、
ム
ラ
の
古
さ
が
窺
わ

れ
る
。

『
お
も
ろ
さ
う
し
』
巻
十
三
の
二
二
三
―
№
九
六
八
に
「
ゆ
ら
ふ
さ
か
（
ユ
ラ
フ
サ
〔
神
女
〕

が
）
／
け
お
の
お
れ
の　

さ
う
し
や
（
今
日
の
天
降
り
の
嬉
し
さ
）
／
な
さ
い
き
よ
も
い　

み
お
も
か
け　

達
ち
へ
（
な
さ
い
子
〔
父
老
こ
＝
按
司
的
な
人
物
〕
の
み
面
影
が
た
っ
て
）

／
又　

き
と
か
さ
に　

け
さ
け
ら
へ　

あ
り
よ
り
（
喜
如
嘉
に
昔
か
ら
の
古
い
建
物
が
あ

る
）
／
又　

く
に
か
さ
か　

ゑ
ん
け
ら
へ　

あ
り
よ
り
（
ク
ニ
カ
サ
〔
神
女
〕
の
立
派
な

建
物
が
あ
る
）
／
又　

わ
か
の
ろ
か　

け
お
の
お
れ
の　

さ
う
し
や
（
若
ノ
ロ
が
今
日
の

天
降
り
の
嬉
し
さ
よ
）
／
又　

き
ち
よ
か
さ
に　

う
ち
人　

も
ち
な
し　

な
さ
い
き
よ
も

い
（
喜
如
嘉
に
神
女
官
を
も
て
な
し　

父
老
さ
ま
）」
と
あ
る
。
キ
ト
カ
サ
は
『
琉
球
国
由

来
記
』（
一
七
一
三
年
）
の
喜
如
嘉
村
に
「
キ
ト
カ
サ
ネ
森　

神
名　

七
嶽
ノ
イ
ベ
ナ
ヌ
シ
」

と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
き
と
か
さ
に
」
お
よ
び
「
き
ち
よ
か
さ
に
」
は
喜
如
嘉
の
古
名

と
考
え
ら
れ
る
。

祭
祀
の
場
と
し
て
キ
ト
カ
サ
ネ
森
が
あ
り
、
当
村
の
神
ア
シ
ャ
ゲ
（
ア
サ
ギ
）
は
城
ノ

ロ
が
祭
祀
を
司
っ
て
い
た
（『
琉
球
国
由
来
記
』）。
歌
謡
の
「
新
し
く
神
に
な
っ
た
人
へ
の

オ
モ
ロ
」
お
よ
び
「
死
ん
だ
神
人
へ
送
る
オ
モ
ロ
」
に
喜
如
嘉
の
マ
キ
ョ
名
で
あ
る
「
ク

ガ
ニ
マ
ク
」（
黄
金
マ
キ
ョ
）
が
み
え
、
当
地
に
は
シ
マ
（
村
落
）
の
創
生
を
謡
っ
た
貴
重

な
神
歌
「
柴
差
し
の
ウ
ム
イ
」
が
伝
わ
っ
て
い
る
。　

拝
所
に
は
ヒ
ン
バ
ム
イ
や
七
滝
が
あ
る
。
ヒ
ン
バ
ム
イ
は
展
望
の
よ
い
公
園
と
し
て
集

落
で
は
大
切
に
さ
れ
、
聖
域
で
あ
る
七
滝
一
帯
は
樹
木
の
伐
採
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
ウ

ン
ガ
ミ
に
は
、
根
謝
銘
（
ウ
イ
）
グ
ス
ク
で
の
祭
祀
に
神
役
が
参
加
し
た
後
、
ヒ
ン
バ
ム

イ
で
七
滝
、
根
謝
銘
（
ウ
イ
）
グ
ス
ク
へ
遙
拝
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。

喜
如
嘉
は
居
住
域
と
河
川
を
含
め
た
農
地
、
山
、
海
等
の
自
然
域
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま

と
ま
り
調
和
を
見
せ
る
集
落
で
あ
る
。「
芭
蕉
布
の
里
」
を
象
徴
す
る
芭
蕉
が
至
る
所
に
植

え
ら
れ
、
赤
瓦
民
家
や
フ
ク
ギ
並
木
の
集
落
道
と
共
に
、
沖
縄
の
原
風
景
が
感
じ
ら
れ
る
。

集
落
の
前
面
は
、
か
つ
て
は
美
田
地
帯
で
知
ら
れ
、
地
元
で
は
「
喜
如
嘉
タ
ー
ブ
ク
（
田

圃
）」
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
タ
ー
ブ
ク
の
一
帯
は
東
シ
ナ
海
が
湾
入
り
し
た

田嘉里田嘉里謝名城謝名城
喜如嘉喜如嘉

饒波饒波

大宜味大宜味

押川押川

上原上原

根路銘根路銘

津波津波

白浜白浜
宮城宮城 田港田港

江洲江洲

大保大保

屋古屋古
塩屋塩屋

大兼久大兼久
12

3

4

6

12

8

7

17

14

15 11

16

13

10
9

5

浜
の
結

浜
の
結

名　称　喜如嘉公民館　（海抜 2.5m）　
所在地　大宜味村字喜如嘉 777-1　
電　話　0980‐44‐3809
昭和 58年 5月30日竣工　RC造２階
（国庫 32,000 千円、水源基金 45,400 千円、
村 1,085 千円、区 13,000 千円　計 91,485 千円）
平成 28年 2月末　人口 420人（男 209・女 211）　216世帯
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喜如嘉 ― Kijyoka

入
江
で
山
原
船
の
出
入
り
も
あ
っ
た
と
い
う
。
七
つ
の
泉
か
ら
湧
き
出
る
と
い
う
名
泉
七

滝
に
水
源
を
発
す
る
と
い
わ
れ
る
、
喜
如
嘉
タ
ー
ブ
ク
を
前
に
そ
び
え
る
ヒ
ン
バ
森
は
風

光
に
恵
ま
れ
情
緒
に
富
ん
だ
絶
景
。
放
浪
の
詩
人
池
宮
城
積
宝
が
つ
づ
っ
た
「
あ
あ
喜
如

嘉　

か
の
山
村
に　

生
ま
れ
な
ば　

少
し
こ
の
世
が　

楽
し
く
あ
り
け
む
」
の
歌
碑
も
あ

る
。喜

如
嘉
の
芭
蕉
布
は
、
大
宜
味
バ
サ
ー
と
呼
ば
れ
、
一
時
衰
退
し
た
が
平
良
敏
子
さ
ん

を
中
心
と
す
る
女
性
達
が
織
り
手
に
な
っ
て
再
興
さ
せ
た
。
一
九
七
四
（
昭
和
四
九
）
年

に
国
の
重
要
無
形
文
化
財
に
総
合
指
定
さ
れ
、
二
〇
〇
〇
（
平
成
十
二
）
年
に
は
平
良
敏

子
さ
ん
が
人
間
国
宝
に
認
定
さ
れ
た
。
現
在
で
は
県
内
外
か
ら
多
く
の
伝
承
生
が
集
ま
り

芭
蕉
布
技
術
の
習
得
に
励
ん
で
い
る
。
字
内
に
は
村
立
芭
蕉
布
会
館
が
あ
り
、芭
蕉
布
製
品
、

製
造
工
程
の
展
示
や
、
作
業
の
見
学
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

以
前
は
ビ
ー
グ
（
い
草
）
栽
培
が
盛
ん
で
、
畳
表
の
莚
製
造
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
が
、

現
在
は
生
花
用
の
フ
ト
イ
や
オ
ク
ラ
レ
ル
カ
等
の
花
卉
類
に
移
行
し
て
い
る
。
狭
い
耕
地

な
が
ら
米
、
い
も
、
キ
ビ
、
パ
イ
ン
、
茶
、
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
な
ど
の
栽
培
が
盛
ん
だ
っ
た
。

▲赤瓦に芭蕉が映える

▲うりずんの頃、オクラレルカが咲き始めると
喜如嘉ターブクは一面薄紫に染まる

ま
た
、
喜
如
嘉
板
敷
海
岸
の
板
干
瀬
（
イ
タ
ビ
シ
）
も
貴
重
な
資
源
で
あ
る
。
先
人
達

は
屋
敷
囲
い
の
材
と
し
て
板
干
瀬
を
利
用
し
、
集
落
に
は
そ
の
よ
う
な
屋
敷
囲
い
も
残
る
。

隔
年
に
開
催
さ
れ
る
喜
如
嘉
ま
つ
り
で
は
、
各
家
に
代
々
伝
わ
る
芭
蕉
布
を
ま
と
っ
た

女
性
達
が
、
輪
に
な
っ
て
踊
る
臼
太
鼓
と
エ
イ
サ
ー
が
行
わ
れ
る
。

喜
如
嘉
を
語
る
と
き
に
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
に
起
こ
っ

た
村
政
革
新
運
動
で
あ
る
。「
ソ
テ
ツ
地
獄
」
と
い
わ
れ
た
全
県
的
な
経
済
不
況
を
背
景
に
、

当
時
高
ま
り
を
見
せ
て
い
た
社
会
主
義
思
想
の
影
響
も
加
わ
り
、
喜
如
嘉
の
青
年
男
女
が

中
心
と
な
っ
て
、
師
範
学
校
、
農
林
、
中
学
在
学
中
の
学
生
達
や
、
遠
く
県
外
海
外
の
出

稼
ぎ
者
か
ら
の
支
援
な
ど
も
得
て
、
組
織
的
運
動
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
。
沖
縄
全
県
に

波
紋
を
起
こ
し
た
こ
の
運
動
も
、
や
が
て
官
憲
に
よ
る
弾
圧
に
よ
り
、
一
部
は
牢
獄
に
繋

が
れ
、
多
く
の
青
年
達
が
村
に
い
た
た
ま
れ
ず
各
地
に
散
っ
て
行
き
、
翌
昭
和
七
年
六
月

頃
に
は
終
息
へ
と
向
か
っ
て
い
っ
た
。

喜
如
嘉
は
浦
添
と
並
び
「
チ
ュ
ウ
ム
ラ
」（
強
い
村
）
と
呼
ば
れ
、
各
界
に
数
多
く
の
人

材
を
出
し
た
誇
り
高
き
集
落
で
あ
る
。
特
に
医
療
界
で
活
躍
し
て
い
る
人
だ
け
で
も
二
十

人
に
及
び
、
同
村
出
身
医
療
者
の
三
分
の
二
を
占
め
て
い
た
。
そ
の
頂
点
に
立
っ
て
い
た

の
が
、
明
治
三
一
年
同
字
に
診
療
所
を
開
設
し
、
そ
の
後
、
読
谷
山
村
医
・
大
宜
味
村
医
・

国
頭
村
医
を
歴
任
し
た
平
良
真
順
氏
で
あ
る
。
平
良
氏
は
、
戦
前
県
会
議
員
に
五
回
当
選
、

議
長
を
二
期
務
め
た
程
の
大
物
で
あ
っ
た
。
九
十
二
歳
ま
で
か
く
し
ゃ
く
と
し
て
い
た
。　

　

ま
た
、
同
字
出
身
医
師
の
う
ち
十
二
人
が
平
良
氏
の
子
孫
、
婿
に
あ
た
り
、
沖
縄
医
療

界
の
長
老
金
城
清
松
医
博
は
同
氏
の
甥
で
あ
る
。

公
務
員
で
は
中
央
巡
裁
判
事
前
田
武

行
氏
ら
二
十
七
人
を
は
じ
め
教
育
関
係

の
元
喜
如
嘉
小
中
学
校
長
平
良
景
太
郎

氏
、
中
央
教
育
委
員
平
良
仁
一
氏
、
那

覇
区
教
育
委
員
嵩
原
久
勝
氏
、
沖
縄
教

職
員
会
の
政
経
副
部
長
福
地
矌
昭
氏
ら

五
十
人
余
、
上
里
春
生
と
と
も
に
村
政

革
新
運
動
を
展
開
し
、
後
に
沖
縄
社
大

党
幹
部
、
立
法
院
議
員
も
務
め
た
山
城

善
光
氏
の
他
、
銀
行
や
会
社
関
係
な
ど

産
業
界
に
多
数
の
人
材
を
輩
出
し
て
い

る
。一

九
九
六
（
平
成
八
）
年
に
『
喜
如

嘉
誌
』（
字
誌
）
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。
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大兼久 ― Ōganeku

大
兼
久

【
よ
み
】
お
お
が
ね
く

【
地シ

マ
ナ
ー

域
名
】
ハ
ニ
ク
・
ウ
フ
ガ
ニ
ク

【
マ
ク
名
】
ユ
ア
ギ
マ
ク

　

城
ノ
ロ
管
轄

一
、
大
兼
久
の
概
要

大
兼
久
は
村
の
中
央
部
に
位
置
し
、
大
兼
久
川
を
境
に
字
大
宜
味
と
接
す
る
。
大
兼
久

川
の
右
岸
に
位
置
し
、
北
は
東
シ
ナ
海
に
面
す
る
。
兼
久
は
砂
地
に
由
来
す
る
名
称
で
、

海
浜
に
立
地
す
る
場
所
に
多
い
地
名
で
あ
る
。

一
九
二
一
（
大
正
十
）
年
に
字
大
宜
味
か
ら
ム
ラ
分
か
れ
し
、
独
自
の
自
治
活
動
を
発

足
し
た
が
、
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
に
は
小
字
が
大
字
大
兼
久
に
地
籍
変
更
さ
れ
行

政
区
と
な
っ
た
。
大
宜
味
か
ら
分
か
れ
た
関
係
に
あ
り
、
昭
和
二
一
年
以
前
の
歴
史
は
大

宜
味
と
同
一
で
あ
る
。
ま
た
、
伝
統
的
な
行
事
は
全
て
一
緒
に
行
っ
て
い
る
。

大
宜
味
村
（
ム
ラ
）
が
登
場
す
る
の
は
、
一
七
一
三
年
に
編
纂
さ
れ
た
『
琉
球
国
由
来

記
』
が
最
初
で
あ
る
。
十
八
世
紀
初
頭
に
は
大
宜
味
村
（
ム
ラ
）
に
間
切
番
所
が
設
置
さ
れ
、

一
時
大
宜
味
間
切
の
中
心
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
番
所
は
塩
屋
村
へ
移
転
し
た
。
明
治
末
期

に
大
宜
味
村
役
場
が
塩
屋
か
ら
移
転
し
、
一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
に
旧
役
場
庁
舎
が

完
成
し
て
以
来
、
村
の
行
政
の
中
心
地
と
な
っ
て
い
る
。

大
兼
久
で
は
明
治
末
期
か
ら
追
い
込
み
漁
を
導
入
し
て
以
来
、
漁
業
が
盛
ん
に
な
り
、

昭
和
初
期
に
は
南
洋
諸
島
ま
で
進
出
し
、
糸
満
、
本
部
に
次
ぐ
漁
獲
高
を
誇
り
、
当
時
は

漁
業
の
村
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。

大
宜
味
・
大
兼
久
は
、
元
は
一
つ
の
村
（
ム
ラ
）
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
拝
所
や
神
人
も

共
通
し
、
年
中
行
事
を
共
同
で
行
う
も
の
も
多
く
、
豊
年
祭
は
特
に
盛
大
に
行
わ
れ
る
。

合
同
の
行
事
で
は
、
ま
ず
大
兼
久
の
拝
所
を
巡
っ
た
後
、
大
宜
味
と
合
流
し
、
大
宜
味
内

の
拝
所
を
巡
る
。
大
宜
味
御
獄
が
大
宜
味
・
大
兼
久
の
共
同
の
鎮
守
の
森
で
あ
る
。

旧
盆
翌
日
の
十
六
日
に
は
、
ゾ
ー
ガ
リ
ー
（
門
嘉
例
）
と
い
う
大
兼
久
だ
け
の
行
事
が

あ
る
。
こ
の
行
事
は
大
宜
味
に
間
切
番
所
が
あ
っ
た
頃
、
大
兼
久
の
浜
辺
か
ら
出
航
し
た

上
納
船
の
航
海
安
全
と
、
来
年
の
豊
作
を
祈
願
し
た
こ
と
に
由
来
し
て
お
り
、
中
の
門
（
ナ

ハ
ン
ゾ
ー
）
や
穴
川
（
ア
ナ
ガ
ー
）
で
祈
願
す
る
。

大
兼
久
に
あ
る
旧
大
宜
味
村
役
場
庁
舎
は
、
一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
に
建
て
ら
れ

た
現
存
す
る
県
内
最
古
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
建
築
物
で
、
建
築
技
術
の
導
入
や
構

造
法
の
歴
史
を
知
る
上
で
貴
重
と
さ
れ
、
県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
字
大
宜
味

と
は
大
兼
久
川
を
境
に
行
政
区
を
分
か
つ
よ
う
に
な
っ
た
が
、
村
役
所
、
農
協
が
大
兼
久
で
、

郵
便
局
が
字
大
宜
味
に
あ
り
、
両
字
と
も
村
行
政
の
中
心
地
で
あ
る
。

『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
―
ふ
る
さ
と
の
顔
（
昭
和
四
十
年
）』
の
記
事
に
よ
る
と
、大
兼
久
は
昔
、

村
一
番
の
貧
乏
部
落
だ
っ
た
。
分
家
の
悲
し
さ
で
耕
地
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ど
の
家
も
そ

の
日
そ
の
日
の
生
活
を
ど
う
に
か
切
り
抜
け
て
い
る
と
い
っ
た
状
態
で
、
明
治
の
末
頃
か

ら
大
正
の
初
め
に
か
け
て
、
七
人
の
若
者
が
糸
満
漁
夫
に
身
売
り
さ
れ
た
。
こ
の
七
人
の

田嘉里田嘉里謝名城謝名城
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大宜味大宜味
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根路銘根路銘
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江洲江洲

大保大保

屋古屋古
塩屋塩屋

大兼久大兼久
12

3

4

6

12

8

7

17

14

15 11

16

13

10
9

5

浜
の
結

浜
の
結

名　称　大兼久公民館（海抜 4ｍ）
所在地　大宜味村字大兼久 30番地
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塩 屋 ― Shioya

一
、
塩
屋
の
概
要

村
の
中
央
部
の
塩
屋
湾
口
の
突
き
出
た
砂
州
上
に
立
地
し
、
村
内
で
最
も
人
口
の
多
い

集
落
で
あ
る
。
サ
ー
や
ス
ヤ
と
呼
ば
れ
、「
製
塩
の
地
」
に
由
来
す
る
。
ム
ラ
発
祥
の
マ
ク

名
は
ユ
ア
ギ
マ
ク
で
「
砂
が
よ
り
上
げ
た
地
」
で
あ
る
。

一
六
七
三
年
に
田
港
間
切
が
創
設
さ
れ
る
ま
で
は
国
頭
間
切
に
属
し
、
同
年
に
国
頭
間

切
か
ら
田
港
間
切
に
編
入
さ
れ
、
一
六
九
二
年
よ
り
大
宜
味
間
切
と
な
っ
た
。
間
切
番
所

は
、
ま
ず
田
港
村
に
置
か
れ
、
一
六
九
二
年
に
大
宜
味
村
へ
移
転
、
さ
ら
に
塩
屋
村
に
移
っ

て
お
り
、
一
六
九
五
年
頃
か
ら
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
ま
で
は
塩
屋
村
が
間
切
行
政

の
中
心
地
だ
っ
た
。

集
落
中
央
に
そ
び
え
る
ハ
ー
ミ
ン
ジ
ョ
ー
の
森
は
、
も
と
は
一
小
島
に
し
て
そ
の
東
側

の
砂
地
（
平
地
）
は
塩
田
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ア
サ
ギ
マ
ー
近
く
に
塩
焚
き
の
窯
に

使
っ
た
焼
石
が
い
く
つ
も
あ
り
、
ま
た
ス
ー
グ
チ
（
潮
口
）
も
あ
り
、
付
近
に
塩
田
が
あ
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
史
実
は
古
典
劇
作
家
、
高
宮
城
親
雲
上
が
著
し
た
組

踊
り
「
花
売
り
の
縁
」
の
主
人
公
森
川
之
子
の
伝
説
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
。

塩
屋
港
は
古
く
か
ら
陸
上
・
海
上
交
通
の
要
所
で
あ
り
、
大
宜
味
間
切
の
王
府
へ
の
貢

納
物
は
塩
屋
村
に
集
積
さ
れ
、
今
帰
仁
の
運
天
港
を
経
て
、
さ
ら
に
那
覇
港
や
泊
港
へ
と

運
ば
れ
た
。

宮
城
島
と
白
浜
の
森
に
よ
っ
て
風
波
が
さ
え
ぎ
ら
れ
、
穏
や
か
な
湖
を
思
わ
せ
る
塩
屋

湾
は
、
昭
和
の
初
め
頃
、
カ
キ
養
殖
が
試
み
ら
れ
た
が
、
台
風
に
対
す
る
十
分
な
備
え
が

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
失
敗
す
る
業
者
が
多
く
、
戦
後
も
台
風
の
被
害
と
赤
土
流
出
に
よ
り

根
付
か
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
頃
ま
で
、
集
落
背
後
の
山
は
、
山
頂
ま
で
傾
斜
の
急
な
段

畑
だ
っ
た
。
山
手
一
帯
は
か
つ
て
の
水
田
跡
で
立
枡
（
タ
チ
マ
シ
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

ま
た
、
大
保
集
落
の
潟
原
の
両
岸
に
も
塩
屋
の
人
の
所
有
す
る
水
田
が
あ
り
、
舟
で
通
い

耕
作
し
て
い
た
と
い
う
。

沖
縄
で
は
珍
し
い
牧
場
が
古
く
か
ら
あ
り
、
戦
前
は
常
時
九
十
頭
ぐ
ら
い
い
た
牛
が
、

終
戦
の
混
乱
に
よ
っ
て
盗
ま
れ
、
衰
退
し
か
か
っ
て
い
た
が
、
組
合
員
三
六
人
の
牧
場
組

合
は
、
押
川
の
近
く
に
四
八
町
歩
の
土
地
を
有
し
、
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
に
悩
ま
さ
れ
る
段
々

畑
に
牛
を
入
れ
る
計
画
を
す
る
な
ど
奮
闘
し
て
い
た
が
、
一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
頃

ま
で
に
は
な
く
な
り
、
ボ
ク
ジ
ョ
ウ
（
牧
場
）
の
小
地
名
に
当
時
の
名
残
を
見
る
の
み
で

あ
る
。

そ
の
頃
の
産
業
は
農
業
と
漁
業
が
中
心
で
、
や
ん
ば
る
名
物
の
段
々
畑
は
同
字
が
最
も

多
く
、
集
落
後
方
の
山
嶺
ま
で
連
な
る
段
々
畑
は
風
情
が
あ
り
、
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
を
は

塩　

屋

【
よ
み
】
し
お
や

【
地シ

マ
ナ
ー

域
名
】  

サ
ー
・
ス
ヤ

【
マ
ク
名
】
ユ
ア
ギ
マ
ク

　

田
港
ノ
ロ
管
轄
（
四
ヶ
字
）

名　称　塩屋区農村集落管理施設（海抜 1.5m）
所在地　大宜味村字塩屋 371-2 番地　
電　話　0980-44-2453
平成 15年 3月28日竣工　RC造 1階
（国庫 75,765 千円、水源基金 14,824 千円）
平成２８年２月末　人口 574人（男 292・女 282）　257世帯
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辞

「
大
宜
味
村
の
自
然
」
と
し
て
大
宜
味
村
全
体
の
地
形
図
、
地
質
図
、
植
生
図
及
び
、
各
字

の
地
形
・
地
質
、
植
生
・
土
地
利
用
図
を
用
い
て
、
視
覚
的
に
わ
か
り
や
す
く
、
自
然
を
身
近

な
も
の
と
し
て
親
し
め
る
よ
う
に
、
安
座
間
安
史
氏
（
村
史
編
纂
委
員
）
に
執
筆
い
た
だ
い
た
。

本
編
の
第
一
章
は
「
大
宜
味
村
の
ム
ラ
の
宝
物
」
と
し
、
大
宜
味
村
の
遺
跡
、
大
宜
味
村
内

の
マ
ク
、
大
宜
味
間
切
の
村
の
変
遷
、
史
料
に
み
る
大
宜
味
の
ム
ラ
の
変
遷
、
大
宜
味
間
切
の

村
と
役
人
、
根
謝
銘
（
ウ
イ
）
グ
ス
ク
と
按
司
地
頭
と
総
地
頭
、
根
謝
銘
（
ウ
イ
）
グ
ス
ク
の

御
嶽
と
イ
ベ
、
国
頭
（
ク
ン
ジ
ャ
ン
）
は
根
謝
銘
（
イ
ン
ジ
ャ
ミ
）
？
、
根
謝
銘
（
ウ
イ
）
グ

ス
ク
と
集
落
と
村（
ム
ラ
）、近
世
の
山
原
の
方
切
、間
切
番
所
の
移
転
、元
文
検
地
の
印
部
石（
ハ

ル
石
）、
間
切
役
人
と
地
租
徴
収
の
手
続
き
、
大
宜
味
間
切
の
杣
山
の
種
類
、
大
宜
味
間
切
に

お
け
る
猪
垣
の
修
築
、
耕
作
下
知
方
並
諸
物
作
付
節
附
帳
、
田
港
御
嶽
と
大
宜
味
御
嶽
の
祠
の

香
炉
、
明
治
の
大
宜
味
間
切
、『
南
嶋
探
険
』（
笹
森
儀
助
）、
大
宜
味
間
切
の
宿
道
、
大
宜
味

間
切
の
ノ
ロ
の
遺
品
、
大
宜
味
間
切
の
神
ア
サ
ギ
、
明
治
初
期
の
大
宜
味
間
切
の
村
の
規
模
、

歴
史
年
表
を
掲
げ
構
成
し
て
あ
り
ま
す
。

大
宜
味
村
や
国
頭
村
で
は
、
今
も
な
お
マ
ク
の
概
念
が
生
き
て
お
り
、
遺
跡
や
遺
物
散
布
地

か
ら
マ
ク
へ
、
マ
ク
か
ら
古
琉
球
の
ム
ラ
へ
、
薩
摩
の
琉
球
侵
攻
後
、
慶
長
検
地
が
行
わ
れ
村

位
が
定
め
ら
れ
、
古
琉
球
の
緩
や
か
な
ム
ラ
と
は
異
な
る
近
世
の
村
（
地
割
：
村
に
税
を
課
す
）

と
な
る
。
大
宜
味
村
に
は
マ
ク
か
ら
古
琉
球
の
村
、
そ
し
て
近
世
の
村
へ
の
変
遷
を
知
る
手
が

か
り
が
残
っ
て
い
ま
す
。
大
宜
味
の
村
の
変
遷
は
、
国
頭
間
切
か
ら
大
宜
味
間
切
の
分
割
、
羽

地
間
切
か
ら
の
統
合
、
間
切
番
所
の
移
転
、
田
嘉
里
、
城
、
田
港
、
津
波
の
四
名
の
ノ
ロ
の
存

在
が
、管
轄
村
、祭
祀
の
面
を
特
徴
づ
け
て
お
り
、元
文
検
地
の
印
部
石
の
原
名
と
現
在
の
原
（
小

字
）
の
変
遷
を
た
ど
っ
て
み
る
こ
と
で
、
明
治
以
前
の
「
大
宜
味
の
世
界
」
が
見
え
て
き
ま
す
。

第
二
章
は
、
村
内
の
十
七
の
ム
ラ
（
字
）
を
北
か
ら
田
嘉
里
、
謝
名
城
、
喜
如
嘉
、
饒
波
、

大
兼
久
、
大
宜
味
、
根
路
銘
、
上
原
、
塩
屋
、
屋
古
、
田
港
、
押
川
、
大
保
、
白
浜
、
宮
城
、
江
州
、

津
波
の
順
で
配
列
し
、
概
要
、
各
字
の
自
然
、
遺
跡
（
散
布
地
）、
ム
ラ
名
の
変
遷
、
小
字
・

小
地
名
、
屋
号
図
、
人
口
動
態
、
祭
祀
、
む
か
し
話
・
伝
承
・
う
た
、
コ
ラ
ム
、
各
字
の
年
表

と
十
一
の
項
目
で
構
成
し
、
大
宜
味
村
の
隅
々
ま
で
踏
査
し
た
形
と
な
り
ま
す
。
各
字
そ
れ
ぞ

れ
の
歴
史
を
も
ち
、
個
性
あ
る
ム
ラ
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

本
編
の
発
刊
に
至
る
過
程
で
、
写
真
や
区
が
持
っ
て
い
る
資
料
の
提
供
、
屋
号
調
査
や
小
字
・

地
名
の
確
認
に
も
区
長
さ
ん
や
区
民
み
な
さ
ん
の
手
を
わ
ず
ら
わ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
印
部
石

（
ハ
ル
石
）
の
提
供
、
ノ
ロ
家
の
遺
品
、
明
治
の
辞
令
書
な
ど
、
数
多
く
の
資
料
や
情
報
の
提

供
が
あ
り
ま
し
た
。
福
地
廣
昭
氏
の
『
イ
ギ
ミ
の
里
・
地
名
考
―
ふ
ぁ
る
や
ま
』
を
は
じ
め
発

刊
さ
れ
て
い
る
字
誌
、
宮
城
昭
氏
（
塩
屋
）
か
ら
印
部
石
や
塩
田
の
見
取
り
図
な
ど
の
提
供
が

あ
り
、
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
編
で
は
そ
の
一
部
し
か
紹
介
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、「
大
宜
味
村
に
は
姿
を
見
せ
て
い
な
い
宝
物
」
が
数
多
く
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
ご
協
力
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

本
編
の
発
刊
に
向
け
て
、
村
史
編
纂
室
の
働
き
を
見
て
き
ま
し
た
。
原
稿
打
ち
か
ら
編
集
、

図
の
作
成
、
小
字
、
屋
号
の
調
査
や
確
認
、
ノ
ロ
殿
内
の
遺
品
の
調
査
、
印
部
石
の
確
認
な
ど
、

大
宜
味
村
の
十
七
の
字
の
隅
々
、
そ
し
て
字
の
歴
史
年
表
を
整
理
し
な
が
ら
歴
史
を
肌
で
感
じ

取
る
作
業
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
作
業
は
本
編
の
発
刊
で
終
わ
り
で
は
な
く
、
収
録
で
き

な
か
っ
た
項
目
も
数
多
く
あ
り
、
本
編
は
大
宜
味
村
を
見
き
わ
め
て
い
く
基
本
的
な
資
料
と

テ
ー
マ
が
提
供
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。
そ
し
て
、
各
々
の
テ
ー
マ
を

深
め
て
い
く
、
村
民
の
学
び
の
手
が
か
り
と
な
り
、
情
報
提
供
と
し
て
活
用
し
て
く
だ
さ
れ
ば

幸
い
で
す
。

ま
た
、
字
別
の
原
稿
校
正
を
重
ね
て
い
く
過
程
で
、
編
纂
室
の
一
人
ひ
と
り
が
大
宜
味
村
の

ム
ラ
の
こ
と
を
知
り
好
き
に
な
り
、
自
分
の
も
の
に
し
て
い
く
姿
は
、
村
史
づ
く
り
は
村
の
土

台
づ
く
り
で
あ
り
、
人
づ
く
り
と
し
て
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
編
纂
室
の
三
名
の
職
員
の
涙
ぐ
ま
し
い
ほ
ど
の
取
り
組
み
に
は
頭
が
下
が
り
ま
す
。
こ
れ

を
も
っ
て
部
会
長
の
謝
辞
と
い
た
し
ま
す
。

 平
成
二
八
年
三
月
二
八
日

 
大
宜
味
村
史
編
纂
委
員
会　

シ
マ
ジ
マ
専
門
部
会
部
会
長　

仲
原　

弘
哲
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『
大
宜
味
村
史　

通
史
・
資
料
編
』　

大
宜
味
村
役
場　

一
九
七
九
年　

『
新
大
宜
味
村
史
シ
マ
ジ
マ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
版
』　

大
宜
味
村
役
場　

二
〇
一
四
年

『
新
大
宜
味
村
史　

戦
争
証
言
集　

渡
し
番　

―
語
り
継
ぐ
戦
場
の
記
憶
―
』　

大
宜
味
村
役
場　

二
〇
一
五
年

『
大
宜
味
村
議
会
史
』　

大
宜
味
村
議
会　

二
〇
〇
六
年　

『
大
宜
味
村
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一
集　

喜
如
嘉
貝
塚
』
大
宜
味
村
教
育
委
員
会　

一
九
七
九
年

『
大
宜
味
村
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
集　

大
宜
味
村
の
遺
跡
』
大
宜
味
村
教
育
委
員
会

一
九
八
四
年　

『
大
宜
味
村
文
化
財
調
査
報
告
書
第
三
集　

大
宜
味
村
の
猪
垣
』
大
宜
味
村
教
育
委
員
会

一
九
九
四
年　

『
大
宜
味
村
文
化
財
調
査
報
告
書
第
六
集　

大
保
川
上
流
域
の
生
産
遺
跡
群
』
大
宜
味
村
教
育

委
員
会　

二
〇
〇
九
年

『
大
宜
味
村
文
化
財
調
査
報
告
書
第
八
集　

大
保
川
上
流
根
路
銘
棚
原
山
の
生
産
遺
跡
』
大
宜

味
村
教
育
委
員
会　

二
〇
一
〇
年

『
大
宜
味
村
文
化
財
基
礎
調
査
及
び
歴
史
文
化
基
本
方
針
策
定
事
業
報
告
書
』
大
宜
味
村
教
育

委
員
会　

二
〇
一
〇
年

『
大
宜
味
村
の
自
然
』　

大
宜
味
村
教
育
委
員
会　

二
〇
一
〇
年

『
大
宜
味
村
の
自
然
「
普
及
版
」
お
お
ぎ
み
の
自
然
』
大
宜
味
村
教
育
委
員
会　

一
九
九
七
年

『
お
お
ぎ
み
の
昔
話
』　

大
宜
味
村
教
育
委
員
会　

一
九
八
〇
年

『
大
宜
味
村
村
勢
要
覧
』　

大
宜
味
村
企
画
観
光
課　

二
〇
一
二
年

『
東
村
史　

第
一
巻　

通
史
編
』　

東
村
史
編
集
委
員
会
・
東
村
役
場　

一
九
八
七
年

『
国
頭
村
史
』　

国
頭
村
役
所　

一
九
六
七
年

『
喜
如
嘉
誌
』　

喜
如
嘉
誌
編
集
委
員
会　

一
九
九
六
年

『
喜
如
嘉
の
写
真
集
―
写
真
で
知
る
喜
如
嘉
の
あ
ゆ
み
』
喜
如
嘉
誌
編
集
委
員
会　

一
九
九
五
年

『
大
宜
味
村　

饒
波
誌
』　

饒
波
誌
編
集
委
員
会　

二
〇
〇
五
年

『
大
兼
久
誌
』　

大
宜
味
村
大
兼
久
区　

一
九
九
一
年

『
鎮
守
の
里　

大
宜
味
字
誌
』　

宮
城
長
信
・
大
宜
味
区　

二
〇
一
二
年

『
根
路
銘
誌
』　

大
宜
味
村
根
路
銘
区　

一
九
八
五
年

『
ふ
る
さ
と
テ
ィ
サ
ガ
記
念
誌
』　

大
宜
味
村
字
上
原
・
天
作
賀
会　

一
九
九
七
年

『
塩
屋
誌
』　

塩
屋
誌
編
集
委
員
会　

二
〇
〇
三
年

『
塩
屋
・
ウ
ン
ガ
ミ
』　

塩
屋
ウ
ン
ガ
ミ
刊
行
委
員
会　

一
九
八
六
年

『
大
保
川
の
流
れ
と
と
も
に　

大
保
誌
』　

字
誌
編
纂
委
員
会　

二
〇
〇
六
年

『
大
宜
味
村　

津
波
誌
』　

大
宜
味
村
津
波
区　

二
〇
〇
四
年

『
本
橋
架
設
陳
情
書
』　

宮
城
区　

一
九
五
〇
年

　
　
　
　
　

参
考
文
献
（『
資
料
名
』　

著
者
（
発
行
者
）　

発
刊
年
）

『
牛
御
願
帳
』　

津
波
区　

年
代
不
明

『
沖
縄
縣
国
頭
郡
大
宜
味
村
製
塩
地
略
図
（
宮
城
島
）』
た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館
所
蔵　

一
九
二
八
年

『
沖
縄
県
国
頭
郡
志
』　

国
頭
郡
教
育
会　

一
九
五
六
年

『
沖
縄
県
史　

第
十
一
巻　

資
料
編
一
上
杉
県
令
関
係
日
誌
』
琉
球
政
府　

一
九
六
五
年

『
沖
縄
県
史
二
十
一
資
料
編
十
一　

旧
慣
調
査
資
料
』
琉
球
政
府
文
京
局　

一
九
六
八
年

『
沖
縄
北
部
の
ウ
ン
ガ
ミ　

関
連
資
料
』　

沖
縄
県
教
育
委
員
会　

一
九
九
四
年

『
沖
縄
県
歴
史
の
道
調
査
報
告
書　

国
頭
・
中
頭
方
西
海
道
・
Ⅱ
』　

沖
縄
県
教
育
委
員
会　

一
九
八
六
年　

『
沖
縄
県
災
害
誌
』
沖
縄
県
総
務
部
消
防
防
災
課　

一
九
七
七
年

『
日
本
復
帰
三
〇
周
年
記
念
特
別
展　

資
料
に
見
る
沖
縄
の
歴
史
』　

沖
縄
県　

二
〇
〇
二
年

『
北
部
国
道
三
〇
年
の
あ
ゆ
み
』
内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
北
部
国
道
事
務
所　

二
〇
〇
三
年

『
塩
屋
橋
物
語
―
心
の
遺
産
』　

沖
縄
総
合
事
務
局
北
部
国
道
事
務
所　

二
〇
〇
〇
年

『
沖
縄
大
百
科
事
典
（
上
・
中
・
下
）』　

沖
縄
タ
イ
ム
ス
社　

一
九
八
三
年

『
那
覇
市
史　

資
料
編
第
一
巻
十
琉
球
資
料
（
上
）』　

那
覇
市
役
所　

一
九
八
九
年

『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
四
七
沖
縄
県
』
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
編
纂
委
員
会　

二
〇
〇
九
年

『
訳
註　

球
陽　

全
』　

桑
江
克
英
訳　

一
九
六
九
年

『
沖
縄
文
化
史
料
集
成
五　

球
陽　

読
み
下
し
編
』　

球
陽
研
究
会
編　

一
九
七
四
年

『
校
本　

お
も
ろ
さ
う
し
』　

仲
原
善
忠　

一
九
七
二
年

『
琉
球
史
料
叢
書　

第
一
巻
〜
三
巻
』　

横
山
重　

一
九
七
二
年

『
南
嶋
探
験
１　

琉
球
漫
遊
記
』　

笹
森
儀
助
著
・
東
喜
望
校
注　

一
九
八
二
年

『
林
政
八
書
』　

島
袋
源
一
郎　

一
九
三
四
年

『
古
層
の
村
・
沖
縄
民
俗
文
化
論
』　

仲
松
弥
秀　

一
九
七
九
年

『
ペ
リ
ー
提
督
日
本
遠
征
記
』　

法
政
大
学
出
版
局　

一
九
五
三
年

『
ペ
リ
ー
提
督
沖
縄
訪
問
記
』　

外
間
政
章　

一
九
六
二
年

『
沖
縄
国
頭
の
村
落
（
上
巻
）・（
下
巻
）』　

津
波
高
志
他　

一
九
八
二
年　

『
田
嘉
里
の
歴
史
』　

安
里
有
三　

一
九
九
〇
年　

『
シ
マ
フ
ュ
ト
ゥ
バ　

大
宜
味
村
田
嘉
里
の
方
言
』　

宮
城
新
八　

二
〇
〇
〇
年

『
お
き
な
わ　

大
宜
味
村　

謝
名
城
の
民
俗
』　

新
城
真
恵　

一
九
八
五
年

『
大
宜
味
村
謝
名
城
の
豊
年
祭
に
つ
い
て
』（
寄
稿
）
博
友
第
二
二
号　

創
立
三
〇
周
年
記
念
号　

前
田
朝
達　

二
〇
一
〇
年

『
沖
縄
地
名
考
』　

宮
城
真
治　

一
九
九
二
年

『
南
島
の
地
名　

第
五
集
』
南
島
地
名
研
究
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
八
年

『
沖
縄
県
の
地
名
』　

高
良
倉
吉　

二
〇
〇
二
年

372




